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緒 言

経口的に錮虫体物質を投与し，叉は鯛虫成熟卵を摂食

させ感作した動物に再び虫卵を与えて感染させる際に起

る変化に関する研究は古くから多くの報告があるがその

主なものを挙げると，再投与した感染仔虫の体内への侵

入の状況については，佐伯(1929)は犬鯛虫抗原を投与し

後に成熟卵を与えると感染に対して抵抗性が強くなり仔

・ 虫の発育は遅れ，田村(1932)は豚錮虫抽出液を飲ませた

モルモットの易り出腸管壁は仔虫の透過性を妨げると述

ベ， Wagner(1933)はマウスに数回錮虫仔虫卵を与える

と次回からの感染は減弱すると報じた。松島 (1934,

1935)は凧に体腔液を経口投与し又は鯛虫卵を与えて感

染させたものは再び仔虫卵を与えるとその臓器への仔虫

移行は阻害されると述べ，藤瀬(1938)は錮虫飼養液を経

ロ的に，石氏(1943jは錮虫乳剤及び抽出液を腹腔内注射

で何れも白凧に与えて各臓器への仔虫移行率の抑制され

ることを見ている。叉侵入した仔虫の為に肺に起された

変化については，平田(1935)は自然に銅虫に感染した野

犬と生後間もない未感染の幼犬とを比較すると，犬銅虫

成熟卵を与えた場合の肺の変化は後者の方が早期に著明

に現われ肺炎像，結節形成，仔虫の検出等の組織像は何

れも高度であつたと述べ， Kerr(1938)はモルモットに

豚蝙虫卵を与えて感染させ抵抗性を持たせたものでは次

回感染時の肺は浮腫が強く侵入仔虫周囲の細胞反応が著

明であるに反し，前処置を行わない非抵抗性のものは出

血と仔虫の発育促進とが見られたと述べている。 Sprent

T akazo Komiyama : Experimental studies on al-
lergic reactions of intestine, lung and skin due 
to ascaris substance. IV. All・ erg1c reactions 1n 
the lungs by the・ m1grat10n . of ascaris larvae. (De-
partment of (Parasitology, School of Medicine, 
Keio U・ mvers1ty, Tokyo, Jaapn:) 

and Chen (1949)け豚銅虫卵を飲ませて感染感作したマ

ウスに再び虫卵を与えると，初回感染の時よりも仔虫は

長く肝に停滞し肺に移行し難く，発育は阻害され，仔虫

周囲の cellularencapsuationが起ることは注目すべき

であると述べ，宮川(1952)は錮虫体成分で注射惑作した

モルモットに仔虫卵を摂食させると対照に比し肺重量は

大となり，結節形成，出血，浮腫，工オジン球の浸潤が

高度であり，之はアレルギ一性反応の結果に外ならぬと

説明している。

以上の報告の中で肺の病理変化を追求した実験はその

感作の方法が仔虫の感染によるもの，叉は銅虫物質の注

射によるものであつて実際に則しない点が考えられるの

で，私はもう一歩進んだ自然に近い方法で，即ち錮虫乳

剤の経口投与で感作した兎に錮虫を感染させ，その際に

肺はどの様な態度をとるかという点に関し次の様な小実

験を行つたので絃に報告する。

実験材斜と方法

錮虫の感染には豚蝙虫仔虫卵を用いた。屠場より持参

した新鮮な錮虫の子宮末端より約2cm以内にある受精

卵を取り出し， 10冤アンチホルミンでよく混和振盪し，

後蒸溜水で数回遠沈洗i條した。之を 21°c孵卵器内で30

-so日間瓦培養した。感染に用いる際にはアウスに試食

させ， _2日後にその肝を検鏡し感染仔虫の存在すること

を確めた。虫卵数は倍数稀釈で算定した。

動物は兎で前報(1954)に記載した実験の場合と同様な

方法で錮虫乳剤を経口投与して感作したもので毎日 20

匹宛2週間連日投与し，総量280匹分に逹し， 2週間後

の皮膚反応が陽性を示したものと，対照群は何等処置を

施さないで皮膚反応陰性であつたものとを用いた。体重

は何れも 1300-2000gのものを用いた。

上記の処置を経た兎の各々に銅虫仔虫卵約5万個をV

号カテーテルで胃に直逹経口投与し， 12時間， 1日， 2
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第 1表 肺，肝の重量及びそれらの体重比 第 2表 肺の肉眼的及び組織学的所見
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標本を作り，ヘマトキシリン・エオジン霊染色を施し，

仔虫の存在する部及びその他の部を組織学的に検索し
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日， 5日， 8日後に失血致死せしめ，投与後 5日後まで

のものはその肝に， 5,8日後のものは肺に感染仔虫の存

在することを確めた。

錮虫仔虫卵を投与してから各時間経過後の肺重量は第

1表に示す通りであり，その体重比は第 1図に見る通り.=:: 

であって時間の経過と共に上昇し，初期の中は感作した

ものは非感作のものより寧ろ低いのに反し 8日後には，

1.58委に達し最高価を示したg他方非感作のものはやは

り時間と共に上昇はするけれども， 5,8日後頃には惑作

群より明かに低かつた。

肝と体重との比は第 1表に示す如く投与後1日のもの

，が最も高くなっている．これは仔虫が体内移行の際に肝

(2) 
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第2図 感作したものに蝙虫仔虫卵を投与

してから 5日後の肺（強拡大）。感染仔虫を

取巻いて肉芽腫様細胞被包が見える。

第3図 非感作のものに仔虫卵を投与してから

5日後の肺（強拡大）。仔虫は第2図よ））も大き

く発育し，周囲の細胞反応は見られない。

に多数に湘留する為であって肝を離れるに従い低くなつ

ているが， 1及び 2日後まででは感作群は非感作群より

低かつた。

肺の肉眼的所見は第2表に示す通りであつて，時間の

経過と共に漸次外観浮腫状を呈し，表割面の粟粒大乃至

帽針頭大の出血斑は急激に増加し， 8日後には最も変化

が強かつた．

肺の紐織学的所見は第 2表に見る通りであつて投与後

2日までのものは大きな変化はなかつたが， 5日後では

感作したものには第2図に示す様に感染仔虫を中心とし

て組織球，巨大細胞，工オジン嗜好性白血球が集族し，

肉芽腫様細胞被包を形成していて虫体の惹起する反応が

極めて高度であり，叉虫体の大さを比較すると対照より

も小さくて発育の遅れていることが認められる．仔虫の

みられない部分は出血があり肺炎の像を呈 していた。之

に反し非感作のものは第3図に見るように上記の如き細

胞反応は見当らず，又仔虫の発育の促進しているのが見

られた．

8日後のものでは仔虫は可成り大きく発育し，感作群

の仔虫周囲の反応は 5日後のものより軽度となつている

が，虫体のみられない部分は漏蔓性の肺炎像が著明とな

り浮腫，出血は極めて強くなつている。非感作群は仔虫

の周囲の反応は殆んどなくなつているが，発育の遅れた

小さい仔虫の周囲には可成りの反応が見られ，虫体の存

在しない部分は浮腫，出血が極めて強く見られた。

総括と考按

鯛虫乳剤を経口投与して感作した兎に鯛虫仔虫卵を経

ロ投与して感染させると，その肺の体重比は無処置のも

のに比して大きくなり 8日後には極大となつた．屠殺の

都度生の標本で仔虫を調べると肺には 5日後のものより

見られ始め以後は漸次多く見られるので，仔虫の肺侵入

の為の影響は一層大きくなり 8日以降も重量比は一層増

大するものと思われるが， 投与後3,.._,4日で動物は食慾

不振，元気がなくなり， 5日後頃より死亡するものが現

われ始め， 8日後頃には殆んど頻死の状態となりそれよ

り以降の実験は不可能であつた。これは仔虫の肺侵入に

よる肺炎の為であろう。

肺の肉眼的所見はやはり 8日後が最大の出血斑を示

し，最も病変が強かつたが，対照との差はあまり認めら

れなかつた。

組織学的所見では虫体の周囲の変化は 5日後のものが

最も反応が強く，各種炎症細胞を主とする細胞被包の多

く見られる点が注目すべき所見であつた。この肉芽腫様

細胞被包ほ 5日後では対照との差が明確であったが， 8 

日後ではそれほど差異がなく，興味あることは 8日後の

対照にも比較的小さい発育の遅れたと思われる虫体の周

囲にはやはり相当度の肉芽腫様反応がみられたことがあ

る。この事実は発育の進まない小さい仔虫は何か特別に

為害的な産物を排泄して周囲の組織に反応を与えるもの

であろうか。投与後2日以前のものにはこの様な反応は

感作群にも非感作群にも見られなかつた。要するにこの

感染仔虫を中心とする肉芽腫様細胞被包の形成は感作群

では早期に 5日後頃発現し， 8日後頃には非感作群にも

遅れて出現するものであるといえる。

仔虫の周囲以外の部位に於ては 2日後までは何等変化

なく， 5日より 8日後に至つて最も甚しく浮腫，＇出血を

伴つた禰蔓性の肺炎像を呈していて，何れも対照群より

(3) 
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はや 豆強い所見が得られた。

肝の体重比が1,2日後では対照より も低く なつている

のは生の標本の検鎖でも判る通 りこの期間は最も多数仔

虫が停滞する時期であるが，上記諸家の報告の様に感作

したものは仔虫の侵入を阻筈するという 事実によるもの

であろうか．

結論

1) 鯛虫体乳剤を経口投与して感作した兎に錮虫仔虫

卵を経口投与 して感染させると，その肺重量の体重比は

非感作の対照群よりは大であつた。

2) その組織学的所見では仔虫周囲の肉芽腫様細胞被

包は感作群は非感作群よりも早期に現われた。

3) これ等の事実から肺にアレルギー性反応を起すこ

とが出来たと積極的な断定を下すことは出来ないが，そ

の事実を想像することはできる。

稿を終るに 当 り， 終始御指恐 と御校閲を賜つた松林教

授に深謝致 します。

（本論文の要旨は昭和 29年 11月第 14回日本寄生虫学

会東日本支郊大会に於て発表した。）
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Summary 

Emulsion of a~caris body was administered per 
os to 20 rabbits daily for 2 weeks. They were 
then fed with 50,000 embryonated eggs of ascaris 

and were sacrificed 12 hours, 1, 2, 5 and 8 days 
after the feeding. Lungs and liver were weighed 
and their ratio to body weight was determined. 
The ratio of the lung weight to the body weight 

became gradually larger as day passed on and was 
largest on 8 th day after the feeding when most 
of the rabbits were dying or died, probably due 
to pneumonia. In the section preparation of the 
lung, a granulomateous cell infiltration was seen 
around the migrating larva. This cellular enve-
lope appeared 5 days after the・feeding in the 
sensitzed animals while it appeared 8 days after 

the feeding in control animals. Lung tissue apart 
from larvae showed no pathological change until 
the second day after feeding, but on 5-8 th days, 
an aspect of diffuse pneumonia accompanied by 
oedema and haemorrhage became prominent. 

These changes were more remarkable than those 

in control ammals. 

All of these findings suggest that some allergic 

reaction was provoked in lungs by the feeding of 
embryonated ascaris eggs to rabbits which had 

been sensitized by the oral administration of 

ascaris substances. 
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